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日本における
社会的インパクト投資の現状2016

G8社会的インパクト投資タスクフォースは、2013年G8サミット議⾧国の英国キャメロン首相の呼びかけ
のもと、社会的インパクト投資をグローバルに推進することを目的として創設された。その国内諮問委員
会とは、タスクフォース参加国ごとに国内の社会的インパクト投資を促進するために設置される委員会で
あり、日本では2014年の発足からこれまで8回にわたる会合を重ね、日本で必要な施策の検討や日本での
取組を拡大するための認知向上に努めている。

G8社会的インパクト投資タスクフォース国内諮問委員会
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日本国内でさらに成⾧を遂げる社会的インパクト投資の現状が明らかに！

2015年にG8社会的インパクト投資タスクフォース国内諮問委員会が発行した「社会的インパクト投資の
拡大に向けた提言書」から約一年。国内における投資規模は現在２倍以上に成⾧しています。国内外の社
会的インパクト投資の動向や、規模拡大に向けた国内での様々な取組みをわかりやすく解説します。

入手方法

製本版はAmazonから購入できます。PDF版は無料でダウンロードできます。

http://impactinvestment.jp/2016/09/sii.html https://www.amazon.co.jp/dp/4990860926
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